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民

族

の

歴

史

色=コ

ア
イ

ヌ

本
書
は
「
ア
イ
ヌ
衰
亡
史
観
」
や

へ
の
開
化
史
観
」
を
克
服
し
た
新
た
な

ア
イ
ヌ
の
歴
史
記
述
を
提
起
し
、

ア
イ
ヌ
を
主
体
と
す
る
歴
史
研
究
を
牽
引
し
て
き

た
榎
森
進
氏
が

か
つ
て
発
表
し
た

地
域
編
@

の
歴
史

ア
イ
ヌ
の

産
史
1

北
海
道
の
人
び
と
〔

2
〕
』

一
九
八
七
年
)
以
来
、
ニ

O
年
の
時

を
経
て
新
た
に
提
示
し
た
ア
イ
ヌ
の

一
一
省
堂
版
は
、
北
機
道
ア
イ

ら
昭
和
五
九
年
三
九
八
回
)

ま
で
の
歴
史
渦
粧
品
官
学
、
ふ
の

っ
た
が
、
本
書
は
三
省
堂
版

以
来
欝
模
さ
れ
た
国
内
外
の
膨
大
な
研
究
成
果
や
最
近
の
研
究
動
向
に
も
目
配
り
が

そ
の
内
容
を
盛
り
込
ん
だ
重
厚
会
研
究
室
田
と
な
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
前

σ〉

で
投
目
さ
れ
る
の
は
、
北
海
道
ア
イ
ヌ
に
焦
点
を
絞
っ
た
三
省
堂
版
に

泳、、妻、

J
J

・

ら
サ
ハ
リ
ン
・
千
島
列
島
ま
で
の
全
ア
イ
ヌ
を
包
括
し
て
い
る

こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
北
東
ア
ジ
ア
の
な
か
の
ア
イ
ヌ
と
い
う
観
点
か
ら
そ
ン
ゴ

ノレ

サ
ハ
リ
ン
の
諸
民
族
支
配
の
特

暁
朝
、
清
朝
の
ア
ム

/レ

ハ
リ
ン
ナ
イ
ヌ
に
関
す
る
諮
問
題
が
大
き
く
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、

ア
イ
ヌ
と
お
本
近
世
間
山
本
・
和
人
と
の
か

に
お
い
て
は
、
両
者
関
係
の
問
題

点
が
一
挙
ぷ
喋
出
し
た
一
七
世
紀
後
平
の
シ
ヤ
ク
シ
ヤ
イ
ン
の
戦
い
と
一
八
世
紀
末

の
ク
ナ
シ
リ
ノ
・
メ
ナ
シ
の
戦
い
の
二
度
の
ア
イ
ヌ
峰
越
に
各
々
一
章
を
割
い
た
記
述

市

幹

幸

毛

が
な
さ
れ
て
い
る
が

特
に
後
者
は
本
書
に
お
い
て
新
た
に
章
L
1
て
さ
れ
、

負
制
下
の
ア
イ
ヌ
を
め
ぐ
る
諸
問
題
を
と
り
恥
げ
て
、
こ
の
ア
イ
ヌ
崎
却
の

意
義
を
論
じ
て
い
る
。

一
方
、
本
擦
の
約
半
分
の

れ
て
い
る
近
代
以
降
の
記
述
で
は
、

天
単
一
制
国
家
を
め
ぐ
る
国
際
環
境
の
な
か
の
ア
イ
ヌ
と
い
う
観
点
か
ら
そ
の

F
H
U
 

位
置
づ
け
が
ぶ
さ
れ
て
い

(ニ

O
O六
)
ま
で
の
ア
イ
ヌ
の
民

族
議
権
、
権
利
回
復
の
た
め
の
関
い

て
、
現
在
の
ア
イ
ヌ
と
と
も
に
吉
本

社
会
が
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

て
い
る
点
は
三
省
堂
版
と
異

な
る
本
書
の
特
色
と
な
っ
て
い
る
。

本
書
は
本
文
六
一
一
一
九
頁
・
上
下

文
字
通
り
の
大
著
で
あ
る
た
め
、
紙

の
関
係
で
内
容
の
す
べ

こ
と
は
で
き
な
い
。
以
下
で
各
輩
ご
と
の

構
成
と
内
容
を
紹
介
す
る
が
、
特
に
内
容
に
つ
い
て
は
、
あ
く
求
で
も
国
家
に
よ
る

典
氏
抜
「
支
配
い

の
範
聞
を
紹
え
る
も
の
で

の
あ
り
方
と
い
う
筆
者
の

拭
な
い
こ
と
を
予
め
お
断
り
し
て
お
く
。
な
お
、
本
稿
で
の
本
書
の
内
容
に
か
か
わ

の
表
記
は
、
本
稿
の
性
格
上

σ〉

し
た
が
っ
て
い
る
こ
と
も

て
お
く
。

「
プ
ロ
ロ
ー
グ
」

ア
イ
ヌ
を
主
体
と
し
た
通
史
記
述
に
お
い
て
、

で
は
、



版
以
来
通
底
す
る
榎
森
氏
の
問
題
意
識
が
ア
イ
ヌ
蕪
別
の
歴
史
過
程
を
さ
ぐ
る
こ
と

に
あ
る
こ
と
が
、
本
書
を
紐
解
く
際
の
道
擦
と
し
て
示
さ
れ
て
い
る
。

「
第
一
章

古
代
社
会
と
ア
イ
ヌ
民
族
」
で
は
、
ま
ず
、
考
吉
学
の
傾
械
か
ら
前

ア
イ
ヌ
文
化
と
規
定
さ
れ
て
い
る
操
文
文
化
(
七

1

北
海
道

1
東
北
地

方
北
蟻
〉
や
併
行
し
て
腕
隣
し
た
オ
ホ

ツ
ク
十
人
位
(
七

1
一
二
世
紀
・
サ
ハ
リ
ン

ー
北
海
道
社
部
、

ツ
ク
滋
沿
岸
地
方
)
、
間
文
化
が
融
合
し
た
か
た

の
オ
ホ

ち
の
ト
ピ
ニ
タ
イ
文
北
(
形
成
の
時
期
は
九

一
0
1
一
二
世
紀
か
・
北
海
道
東

部
〉
の
特
質
が
説
明
さ
れ
る
。
特
に
棟
文
文
化
に
つ
い
て
は
、
選
勝
発
掘
事
例
の
僅

少
ふく
、蜘叩

で
き
な
い
と
留
謀
し
つ
つ
、
共
同
体
問
(
擦
文
社
会
と
日
本

社
会
)

の
交
易
関
係
の
発
展
に
よ
り
前
代
の
続
縄
文
文
化
合

7
よ
ハ
世
紀
・
北
海
道

ー
東
北
地
方
北
部
)
期
の
社
会
か
ら
飛
躍
的
に
発
腕
し
た
社
会
で
あ
っ
た
と
し
、
階

-
階
級
差
の
発
生
を
推
定
し
て
い
る
。
ま
た
、
覆
森
氏
は
こ
う
し
た
擦
文
社

会
の
特
殺
の
な
か
に
、
実
撃
は
定
か
で
な
い
も
の
の
、

八
世
紀
以
降
の
文
献
ム
史
料
に

あ
ら
わ
れ
、
古
代
田
家
に
朝
貢
し
た

の
動
向
を
想
定
し
て
い
る
。

「
渡
島
正
、
、
、
シ
」

そ
の
上
で
、
古
代
田
家
と
擦
文
文
化
を
担
っ
た
エ
ミ
シ

コ
毛
入
」
、

「
爽
」
、
「
蝦

爽
」
、
「
状
」
、
「
秋
」
と
も
表
記
。
「
あ
ら
、
ふ
る
者
」
、
「
ま
つ
ろ
わ
ぬ
入
」
。
特
定
の
異

民
族
を
指
す
の
で
は
な
い
政
治
的
・
文
化
的
観
念
)

つ
い
て
、

の

は
北
方
へ
の
支

た
地
域
と
そ
れ
以
外
の

「
戴
夷

の

に
よ

〈
工
、
、
、
シ
居
住
地
。
地
域
的
組
問
は
後
の
郡
に
相
当
〉
と
の
聞
に
明
確
な
地
械

的
・
身
分
的
反
別
を
設
け
、
安
信
、
清
原
、
輿
州
藤
原
氏
な
ど
の
豪
族
を
介
し
て

「
蝦
夷
村
:
ェ
ミ
シ
の
一
体
的
支
艶
を
実
現
し
た
と
説
明
す
る
。

そ
し
て
一

O
世

舵
以
降
、
こ
う
し
た
豪
族
を
介
し
た
、

壇
家
に
よ
る
地
域
・
住
人
の
支
配
の
過
程
で

ごに

司、

ン

「
エ
ゾ
」
(
「
実
」
、
吋
蝦
夷
」
、
「
状
」
、
「
秋
」
と
も
表
記
。
入
植
的
観

念
。
以
下
、
蝦
夷
と
表
記
)
J、、

て
い
っ
た
と
結
論
し
て
い
る
。

「
第
一
一
業

で
は
、
興
州
藤
原
氏
の
奥
羽
地
方
支
配

「
夷
島
」
と
ア
イ
ヌ
民
族
」

を
継
承
し
た
中
世
田
家
・
鎌
倉
幕
府
の

「
東
東
成
敗
権
」

。〉

方
で
「
夷
島
」
を
国
家
領
職
の
外
と
し
な
が
ら
、
他
方
で
住
人
た
る
蝦
夷

ア
イ
ヌ

に
対
し
て
国
家
が
支
配
権
を
獲
得
し
て
い
く
過
殺
が
説
明
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
北

東
ア
ジ
ア
の
な
か
の
ア
イ
ヌ
と
い
う
視
角
に
も
と
づ
い
て
中
間
側
史
料
を
用
い
て
一

一
一
世
紀
半
ば
か
ら

か
け
た
時
期
の
サ
ハ
リ
ン
と
ア
ム

ル
川
下
流
域
を

舞
台
と
し
た
モ
ン
ゴ
ル
・
元
朝
、
ギ
リ
ヤ

i
ク

(
ニ
ブ
ピ
)
と
サ
ハ
リ
ン
に
進
出
し

た
北
港
道
ア
イ
ヌ
と
の
関
捺
が
、
替
に
抗
争
の
過
程
を
中
心
に
概
観
さ
れ
て
い
る
。

榎
森
氏
は
二
一
一
世
紀
か
ら
の
北
海
道
ア
イ
ヌ
の
サ
ハ
リ
ン

の
理
由
に
サ
ハ
リ
ン

の
交
易
資
源
、
食
糧
資
源
の
豊
富
さ
を
あ
げ
、
こ
う
し
た
ア
イ
ヌ

の
背
景
に

円/“
p
h
u
 

自
本
社
会
と
の
交
易
活
動
の
活
発
化
を
掻
摘
し
、
こ
の
時
期
を
ア
イ
ヌ
の
擦
文
文
北

か
ら
の
脱
却
期
と
結
論
し
て
い
る
。
加
え
て
、

ア
イ
ヌ
の
サ
ハ
リ
ン
進
出
と
ギ
リ
ヤ

ー
ク
と
の
抗
争
が
元
朝
の
ア
ム

i
ル
間
流
域
諸
民
族
の
反
元
武
装
蜂
起
に
直
結
し
た

可
能
性
を
指
捕
し
て
、

ア
イ
ヌ
の
動
向
は
元
朝
の
同
地
支
配
の
脅
戒
で
あ
っ
た
と
論

じ
て
い
る
。

「第一一一輩

ア
イ
ヌ
民
峡
と
大
陸
・
日
本
」
に
お
い
て
は
中
国
・
明
朝
と
ア
イ
ヌ

中
堂
国
家
と
ア
イ
ヌ
の
関
係
が
北
東
ア
ジ
ア
史
の
視
角
か
ら
記
述
さ
れ
て
い
る
。
ま

ず
、
織
田
以
来
、
東
ア
ジ
ア

ι間
封
・
朝
貢
隈
孫
を
基
軸
と
す
る
国
諜
関
係
秩
序
を

形
成
し
て
き
た
明
朝
の
ア
ム

ル
川
流
域
や
サ
ハ
リ
ン
の
諸
民
族
支
配
体
制
の

が
朝
貫
一
鵠
誌
を
含
め
た
諸
民
挟
需
交
易
の
発
展
を
捉
し
、

ア
イ
ヌ
の

「
交
易
の
民
」

と
し
て
の
性
格
を
よ
り
諜
犀
な
も
の
と
し
た
と
述
べ
る
。

一
方
、
中
世
間
家
と
の
関

係
に
お
い
て
は
、
室
町
幕
鰐
の

「
蝦
夷
沙
汰
機
構
」
た
る
安
藤
氏
の

「
蝦
夷
」
統
轄



に
歪
り
、
サ
ハ
リ
ン
・
北
海
道
ア
イ
ヌ
と
日
本
社
会
と
の
交
易

活
動

ど
、
そ
の
交
易
活
動
を
統
轄
し
よ
う
と
す
る
安
藤
氏
と

ア
イ

そ
の

の
す
才
活
が
大
き
く
な
っ
て
い
っ
た
と
い
う
。
こ
れ
に
加
え
て
、

t変

の
動
向
と
し
て
、
北
奥
地
方
に
お
け
る
南
部
氏

大
と
安
藤
氏
の

「
夷
畠
」
渡
海
、
惣
領
家
断
絶
・
再
興
の
過
程
や
蛎
崎
誌
の

「
夷
島
」
支
記
者
へ
の
成
長
の
過
程
を
通
観
し
て
、
こ
れ
ら
の
過
程
と
ア
イ
ヌ
社
会

と
(J) 

い
る
。
そ
し
て
横
森
氏
は
、
こ
の
段
階
に
お
け
る
ア
イ
ヌ

社
会
の

コ
シ
ャ
マ
イ
ン
の
戦
い

〈
長
禄
一
見
年
〈
一
四
五

〉
に
代

し
て

ア
イ
ヌ
の
大
規
模
隣
組
の
あ
り
方
合
と
り
あ
げ
て

の
ア
イ
ヌ
社
会
で
は
日
本
社
会
と
の
活
発
な
交
易
活
動
を
蝶
分
に

し

特
定
の
首
長
舗
な
指
噂
者
と
す
る
、
政
治
的
結
合
性
を
持

イ〉

つ
つ
あ
っ
た
こ
と
を
あ
げ
て
い
る
。

で
は

ま
ず
、
近
枇
田
家
の
成
立
造

ア
イ
ヌ
モ
シ
リ
」

〈
慶
長
田
年
〈
一
五
九
九
〉
に
蛎
附
姓
か
ら
改
姓
)
が
豊
臣
秀
吉
朱
印

〈
文
禄
二
年
〈
一
荘
九
三
〉
)

と
徳
川
家
康
黒
印
状
(
臨
班
長
九
年
)

の
二

ア
イ
ヌ
交
易
独
占
権
を
公
認
さ
れ
、
松
前
藩
が
成
立
し
、

ア
イ

の
関
採
が
幕
府
|
松
前
氏
|
蝦
夷
地
(
ア
イ
ヌ
)
と
し

そ
し
て
、
と
の
過
程
で
北
海
道
か
ら
本
州
北
端
に

て
い
た
ア
イ
ヌ
は
、

近
世
大
名
権
力
の
成
立
に
よ
り
蝦
夷
地
(
松
前
氏
て

津
軽
(
津
軽
氏
)
、

(
南
部
氏
)
に
分
断
さ
れ
る
と
と
に
な
っ
た
と
い
う
。
ま

た
、
榎
森
氏

-
ア
イ
ヌ
と
近
世
田
山
本
と
の
関
係
は
、
対
ア
イ
ヌ
交
易
独
ぃ
---U

権
に
も
と
づ

の
拝
生
産
講
造
と
密
接
不
可
分
で
あ
っ
た
こ
と
の

「
閤
つ
の
口
い

一
ア
ン
ダ
・
中
間
、
施
刷
用
|
琉
球
、
対
鰐

l
朝
鮮
、

ー
蝦
夷
地
〈
ア
イ
ヌ
〉
)

の
対
異
国
・
異
域
(
異
民
族
)
関
誌
を
基
軸
と
す
る
近
世

国
家
の
日
本
型
華
夷
秩
序
の
一
環
に
ア
イ
ヌ
を
組
み
込
む
も
の
で
あ
っ
た
と
述
べ
る
。

ア
イ
ヌ
は
松
前
藩
を
介
し
て
近
世
田
家
と
対
峠
す
る
関
孫
に
罷
か

身

分
的
に
近
世
間
家
に
従
属
し
た

、
経
清
的
に
は

「
化
外
の
民
」
と
し
て
の

交
易
絡
手
、
収
奪
対
象
と
し
て
の
「
蝦
夷
」
に
位
罷
づ
け
ら
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で

あ
る
。
機
森
氏
は

文
献
と
収
韓
関
係

日
本
前
近
代
の
出
家
に
よ
る
ア
イ

は
、
古
代
以
来
の
国
家
公
権
に
よ
る
、
中
韓
思
想
・
紫
斑
意
識
〈
臨
己
を
文
明
の
中

心
と
し
て
、
周
辺
出
家
・
異
民
族
全
野
議
視
す
る
考
え
方
)
を
軸
と
し
た
辺
境
・
異

民
挟
に
対
す
る
殻
別
意
識
を
幕
礎
と
し
つ
つ

っ
て
最
も
直
接
具
体
的
、

構
溜
的
に
成
立
す
る
に
韮
っ
た
と
指
擁
す
る
。

「
第
五
章

シ
ヤ
ク
シ
ャ
イ
ン
の
戦
い
」

- 53 -

の
ア
イ
ヌ
挫
起

で
は
、

と
さ
れ
る
シ
ヤ
ク
シ
ャ
イ
ン
の
戦
い

(
覧
文
九

i
一一一

〈
一
六
六
九

i
七
二
〉
)

の
竪
史
的
泣
置
づ
け
が
提
示
さ
れ
る
。
ま
ず
当
時
の
ア
イ
ヌ
社
会
に
つ
い
て
は
、

日

本
社
会
・
松
前
藩
と
の
交
易
関
係
か
ら
搾
州
流
域
に
形
成
さ
れ
た
集
落
の
首
長
(
共

同
体
首
長
)

の
政
治
的
・
経
済
的
地
位
が
向
上
し

の
首
長
を
も
支

配
下
に
し
た
大
首
長
が
成
長
し

ヒ
エ
一
ブ
ル
ヒ

が
形
成
さ
れ
、

且
つ
、
こ
れ
ら
共
同
体
を
中
心
に

も
と
づ
い
て
諸
集
聞
を
集
約
し
た
、
政
治
的
結
合
性
の

さ
れ
て
い
た
と
説
明
さ
れ
る
。
し
か
し
一
面
に
お
い
て
、

ア
イ
ヌ
社
会
の
再
生
産
構

造
は
松
前
瀦
や
日
本
社
余
と
の
交
易
に
支
え
ら
れ
る
形
態
に
編
成
さ
れ
て
お
り
、
松

の
政
治
的
・
経
済
的
関
係
の
濃
淡
に
よ
っ
て
ア
イ

の
作
動
が
多
機

共
同
行
動
が
困
難
に
な
っ
て
い
た
と
も
い
う
。

の
敗
北
に

領
議
氏
は
時
起
後
の
一
七
世
紀
末
か
ら

の

ア
イ
ヌ



社
会
の
控
史
過
程
を
、
松
前
藩
に
よ
る
ア
イ
ヌ
社
会
の

-
経
済
的
支
配
の
強

ル
ぬ
と
商
場
生
産
力
や
松
前
三
湊
(
松
前
・
江
差
・
箱
館
)

の
高
ロ
削
減

過
の
発
崩
を
背
景
に
、
議
場
経
営
(
ア
イ
ヌ
集
簿
二
タ
ン
〉
に
設
定
さ
れ
た
交
易

権
を
知
行
と
し
て
家
臣
に
分
配
す
る
松
前
滞
の
商
場
知
行
制
に
も
と
づ
く
)
が
ア
イ

ヌ
ル
}
交
易
主
体
と
し
た
も
の
か
ら
商
場
内
で
商
人
の
請
負
に
よ
る
漁
場
経
営
を
主
捧

と
し
た
も
の

〈
場
所
請
負
制
)
に
変
獄
、
定
着
し
て
い
く
過
程
と
み
て
い
る
。
被
患

氏
の
説
明
に
従
え
ば
、

シ
ヤ
ク
シ
ャ
イ
ン
の
戦
い
を
都
内
機
と
し
て
、

ア
イ
ヌ
は
日
本

杜
会
の
交
易
相
手
か
ら
挽
場
の
下
属
労
働
者
、
特
定
の
詰
負
商
人
(
場
所
〈
南
場
と

同
義
〉
請
負
人
)

の
収
奪
対
象
へ
と
変
賓
し
、
共
同
体
は
漁
場
経
営
の
労
働
力
供
給

ア
イ
ヌ
社
会
固
脊
の
あ
り
方
は
破
壊
さ
れ
る
と
と
に
な
っ
た
と
い
え
る
。

と
こ
ろ
で
、
本
章
で
は
近
世
権
力

-
盛
岡
両
議
)
に
と
っ
て
「
内
な
る
異

民
族
」

で
あ
る
本
州
(
津
軽

ア
イ
ヌ
に
つ
い
て
、
滞
政
や
「
藩
意
識
」
と

の
関
棋
の
観
点
か
ら
、
支
配
の
あ
り
方
、
存
夜
形
態
、

-
生
業
、
和
人
へ
の
編

入
な
ど
の
諸
問
掘
に
つ
い

て
い
る
。
和
人
へ
の
編
入
に
つ
い
て
み
て
み

る
と
、
弘
賠
藩
で
は
説
纏
や
瀦
財
政
の
窮
乏
北
、
対
口
シ
ア
関
祭
の
緊
張
と
蝦
夷
地

警
鑑
動
員
を
契
機
と
す
る
宝
暦
六

〈
一
七
五
六
)
と
文
北
一
一
一
年
(
一
八

O
六

の

二
度
の
鰯
入
政
策
の
動
向
が
述
べ

て
い
る
。
ま
た
、
謹
開
藩
で
は
領
内
に
特
有

な

の
問
料
絡
会
}
「
蝦
夷
国
て
「
異
聞
」
と
罰
一
視
さ
れ
る
と
し
て
否
定
し
、

江
戸
田
淵
・

の
愚
俗
や
文
化
の
導
入
が
進
め
ら
れ
た
と
い
う
。
そ
し
て
実
態
は

し
な
い
な
が
ら
、
こ
う
し
た
「
滞
意
識
」
を
も
と
に
文
北
五
年
以
蜂
に
領
内

ア
イ
ヌ
の
間
化
が
行
わ
れ
た
と
推
定
し
て
い
る
。

し
か
し
一
方
で

ア
イ
ヌ
が

名
・
姿
を
和
風
化
さ
せ
つ
つ
自
己
の
物
質
・
精
神
文
化
は
幕
末
に
革
る
ま
で
保
持
し

て
い
た
こ
と
が
、
北
輿
の
民
衆
が
ア
イ
ヌ
文
化
を
受
帯
し
て
い
た
こ
と
と
併
せ

て
記
述
さ
れ
て
い
る
。

「
第
六
最
小

ク
ナ
シ
リ
・
メ
ナ
シ
の

い
」
で
は
、
寛
政

λ
年
(
一
七
八
九
〉

ぴ)

ク
ナ
シ
リ
・
メ
ナ
シ

ア
イ
ヌ
の
鰭
起
に
つ
い
て

そ

(
国
後
島
・
道
東
地
方
)

。〉

け
が
一
ボ
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
、
当
該
地
域
を
含
む
東
蝦
夷
地
東
部

の
ア
イ
ヌ
社
会
の
特
質
で
あ
る
が

の
ア
イ
ヌ
社
会
は
近
世
権
力
か
ら
そ
の
白

惇
性
の
強
さ
を
認
識
さ
れ
て
お
り
、
松
前
藩
の
経
持
支
配
実
現
形
態
で
あ
る
酪
場
の

設
置
、
或
は
場
所
講
負
制
へ
の
組
み
込
み
も
他
の

比
し
て
運
く
、

つ
で
も
松
前
藩
の
政
治
的
支
配
は
貫
徹
し
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
。

し
か

し
、
シ
ヤ
ク
シ
ヤ
イ
ン
の
戦
い
と
比
較
し
て
、
こ
の
蜂
起
が
大
規
模
な
も
の
に
至
ら

ず
、
比
較
的
速
や
か
に
経
怠
し
た
こ
と
も
含
め
て
、
当
時
の
ア
イ
ヌ
社
会
の
状
況
を
、

松
前
藩
の
政
治
的
支
配
が
貫
撤
し
て
い

で
は
高
場

っ
た
と
は
い

A
斗
A

F
h
u
 

知
行
制
や
場
所
繭
負
棋
の
拡
大
を
う
け
、

同
藩
と
の
交
易
に
依
存
し
な
け
れ
ば
、
地

の
一
再
生
躍
が
本
巧
能
な
状
態
に
あ
っ
た
と
説
明
し
て
い
る
。
横
森
氏
の
記
述

を
借
り
て
換
一
一
一
一
閃
す
れ
ば

の
展
開
に
よ
り
ア
イ
ヌ
社
会
共
同
体
の
分
断

破
壊
が
進
行
し
、
こ
の

は
シ
ヤ
ク
シ
ヤ
イ
ン
の
戦
い
当
時
の
よ
う
に
、
全

民
族
的
エ
ネ
ル
ギ

i
を
結
集
し
た
組
織
的
関
争
が
不
可
能
と
な
っ
て
い
た
と
い
え
る
。

そ
の
他
、
本
章
で
は
松
前
瀦
の
蜂
記
鎮
圧
行
動
と
口
シ
ア
南
下
の
情
勢
下
、
鵠
租
へ

の
ロ
シ
ア
関
与
を
恐
れ
た
幕
府
の

理
の
あ
り
方
な
ど
の
過
程
を
通
観

し
た
後
、
蜂
起
鎮
圧
後
に
連
続
す
る
外
国
勢
力
の
接
近
と
幕
詩
に
よ
る
企
蝦
夷
地
ア

イ
ヌ
社
会
の
近
世
民
家
へ
の

で
が
属
望
さ
れ
て
い
る
。
横
森
氏
誌
こ
の

を
ア
イ
ヌ
の
和
人
、
松
前
藩
に
対
す
る
最
後
の
武
装
闘
争
で
あ
る
と
と
も
に
ア
イ
ヌ

が
全
民
族
的
規
模
で
日
本
富
家
へ
編
成
さ
れ
て
い
く
こ
と

の
契
機
で
あ

っ
た
と
位
置
づ
け
て
い
る
よ
う
に
み
ら
れ
る
。



「
第
七
輩

口
シ
ア

で
は
、

。〉

国
家
崩
壊
ま
で
の
対
ロ
シ
ア
問
題
を
中
心
と
す
る
対
外
危
機
と
近
設
部
家
の
対
外
編

成
原
理
の
再
編
過
程
、
清
轄
の
ア
ム

綱

ル
川
下
流
域
・
サ
ハ
リ
ン

の
あ
り
方
と
サ
ン
タ
ン
交
易
の

一
九
世
紀
後
半
の

の
ロ
シ
ア
領
化

と
サ
ハ
リ
ン
に
お
け
る
居
露
国
境
問
題
な
ど
幅
広
い
問
題
が
と
り
あ
ヴ
ら

そ
れ

ら
の
も
と
で
の
ア
イ
ヌ

れ
て
い
る
。
本
稿
で

、
近
世
国
家

の

〈
特
に
口
シ
ア
〉

ア
イ
ヌ
の
位
龍
づ
け
に
つ
い
て
、

捜
森
氏
の
記
述
を
紹
介
す
る
。

近
世
田
家
は
蝦
夷
地
H
H

「
化
外
の
民
」

け
る

、
ア
イ
ヌ
H
H

方
で

一
八
世
紀
末
以
来
の

の
現
実
化
へ
の
対
応
で
、
そ

ま
で
蝦
夷
地
H

「
和
人
」

の
性
格
を
実
効
化
す
る
政
策
を
展

「
内
田
」
、

ア
イ
ヌ

関
し
た
。

し
か
し
、
横
森
氏
は
こ
う
し
た
政
策
に
は
自
ず
と
限
界
が
あ
っ
た
と
述
べ

る
。
そ
し
て
、
近
世
田
家
の

の
あ
り
方
に
お
い
て
蝦
夷
地
・
ア
イ
ヌ
の
位

け
に
変
容
が
あ
っ
た
と
は
い
え
、
そ
の
対
外
綱
成
原
瑚
で
あ
る
お
本
型
華
夷
秩

序
の
な
か
で

「
異
域
」
と
し
て
の

「
化
外
の
民
い
と
し
て
の
ア
イ
ヌ
の
位

置
づ
け
は
不
可
欠
の
作
在
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

の
指
摘

辻
、
蝦
夷
地
・
ア
イ
ヌ
の
柱
置
づ
け
の
変
容
が
近
世
国
家
の
性
格
の
変
容
を
も
合
意

す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
政
棄
の
変
容
と
臨
界
に
近
世
国
家
崩
壊
の

れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

京
下
の
一
一
一
世
帯
、
が
ア
イ
ヌ
の

で
あ
る
。

刊
第
八
融

近
代
日
本
と
ア
イ
ヌ
民
族
」

で
は
、
ま
ず
、

で
の
国

家
と
蝦
夷
地
・
ア
イ
ヌ
と
の

の
樫
史
的
位
概
づ
け
の
相
違
が

九

欧
米
列
強
の
東
ア
ジ
ア
進
出
を
契
機
に
、
中
国
冊
封
体
制
を
斡
と
す
る
前
近

代
的
な
東
ア
ジ
ア
の
世
界
秩
序
が
崩
壊
し
、
東
ア
ジ
ア
世
界
で
独
自
の
日
本
型
華
夷

秩
滞
在
確
立
し
た
日
本
も
新
た
な
層
際
関
孫
の
な
か
で
…
出
家
主
権
を
擁
立

必
饗
と
な
り
、
結
果
と
し
て
近

っ
た
。
そ
の
た
め

し
、
そ
の
も
と
で

の
確
立
が
目
指
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
。
近
代
国
家
は
国
家
体
制
の
再
編
に
お
い
て
、
近
世
国
家
の
蝦
夷
地
・
ア
イ

ヌ
政
策
を
否
定
し
、
新
た
な
政
策
を
展
需
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
が
和
人
地
・
蝦

の
否
定
、
北
海
道
改
称
と
近
代
国
家
の
支
配
領
域
と
し
て
の

胞
行

を
結
点
と
す
る
北
権
道
開
拓
政
策
で
あ
る
。

二
年
〈
一
八
六
九
二

森
誌
は
鵠
拓
政
壌
は
近
代
国
家
に
と
っ
て
、

中
心
た
る
天
皇
一
の
威
光
を
訴
す

重
前
刑
事
業
に
位
盟
づ
け
ら
れ
た
と
述
べ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
た
め
の
ア
イ
ヌ
政
策
と

し
て
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の
一
戸
籍
法
公
布
じ
よ
る
ア
イ
ヌ
の
田
家
へ
の
編
入
と
創
氏
の

ア
イ
ヌ

の

「
野
蛮
」
視
と
禁
止
を
通
じ
て
、
和
人
へ
の
同
化
強
制
が

た
と
い
う
。
そ
の
一
方
で
、
近
代
国
家
は
戸
籍
簿
作
成
段
階
か
ら
ア
イ
ヌ
を
和
人
と

呼
称
を
用
い
る
よ
う
に
な
る
。
ま
た
、
開
拓
政
策
の

組

明
、ム
1μ 

年

の
麓
止

は
同
九
年

「
地
所
規
則
」
(
間
五
年

(
同
九
年
)

行
す
る
が
、
捜
操
氏
は
こ
う
し
た

し
て
ア
イ
ヌ
の
生
活
・

。〉

の
狩
猟
・
池
山
業
権
を
奪
う
こ
と
に
な
っ
た
と
指
摘
す
る
。
さ
ら
に
、

明

の
嘩
太
・
千
島
交
換
条
約
に
よ
り
幕
末
以
来
の
懸
案
で
あ
っ
た
口
シ
ア
と
の

国
境
問
同
題
は
解
決
す
る
が
、
こ
れ
を
契
機
に
サ
ハ

ン

(
明
治
八
年
)
・
千
島

♂七

両
地
域
居
住
の
ア
イ
ヌ
の

の
ア
イ
ヌ
強
制
移
住
と

ア
イ
ヌ
の
先
住
権
は
奪
わ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の

し
て
、
榎
森
氏
は
ア
イ
ヌ

明

す
な
わ
ち
、



治
一
九
年
「
北
鴻
道
土
地
払

、
同
一
二

O
年
「
北
海
道
国
有
未
開
地
処
分

法
」
を
都
内
機
と
す
る
和
人
へ
の
大
規
模
な
土
地
払
下
げ
、
熊
野
開
放
に
よ
り
明
治
二

。
年
代
以
降
、
和
人
移
住
民
が
急
増
し
て
内
緒
部
開
発
が
進
み
、

ア
イ
ヌ
生
活
麗
の

維
持
が
脅
か
お
れ
、
和
人
と
の
接
触
に
よ
る
怯
染
病
流
行
と
も
棺
挨
っ
て
ア
イ
ヌ
の

生
活
破
壊
が
進
行
し
て
い
く
の
で
あ
る
。
榎
森
氏
は
こ
う
し
た
近
代
国
家
の
ア
イ
ヌ

政
策
を
民
族
の
生
活
様
式
や
文
化
的
長
続
を
無
視
し
た
一
方
的
な
も
の
と
規
定
し
て

い
る
。
近
代
思
家
は
ア
イ
ヌ
を
「
L

帝
国
ノ
臣
民
」
と
位
置
づ
け
た
が
、

そ
の
現
実
の

政
策
は
和
人
の
ア
イ
ヌ
差
別
観
を
助
長
し
て
い
く
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
理
解
で
き

る。

「
第
九
意

「
北
端
道
泊
土
人
保
護
法
」
と
ア
イ
ヌ
解
放
溜
動
」

で
は

ま
ず
、

榎
森
氏
の

「
北
溜
道
出
土
人
採
護
法
」

保
磯
法
と
表
記
)

に
対
す
る
評
価

が
一
本
さ
れ
る
。
保
護
法
は
明
治
三
二
年
、
租
人
と
同
じ

「
我
皇
ノ
赤
子
」
、

ノ

臣
民
」

〈
万
人
平
等
、

一
搬
に
仁
撃
を
施
す
)
と

で
あ
る
ア
イ
ヌ
を
ご

い
う
「
叡
協
同
」
、
「
聖
言
」
に
そ
っ
て
「
救
済
」
す
る
こ
と
を
隠
的
に
制
定
さ
れ
た
の

横
森
氏
は
様
護
法
に
つ
い
て
、

ア
イ
ヌ
に
と
っ
て
当
時
、
懸
案
と
な
っ
て
い
た
土
地
、

捜
産
、
教
務
、
罷
療
、
教
育
、
共
有
財
政
管
理
な
ど
の
解
決
に
む
け
て
一
定
の
方
策

を
示
し
た
も
の

べ
る
。

し
か
し
、
保
護
法
鰯
定
の
背
殺
に
当
時
の
日
本
が
抱
え

て
い
た
条
約
改
正
早
期
解
決
の
た
め
に
歌
米
列
強
と
対
等
な

の
体
裁
を

ポ
す
必
要
性
が
あ
っ
た
こ
と
を
認
め
つ
つ
、
捜
森
氏
は
こ
の
法
律
の
現
実
と
し
て
の

璽
史
的
役
割
に
つ
い
て
、

ア
イ
ヌ
合
強
制
的
に
農
耕
民
化
し
、

一
方
で
差
別
問
頼
じ

何
ら
触
れ
ず
、

む
し
ろ
悲
別
を
播
強
す
る
か
た
ち
を
と
り
な
が
ら
、

目
的
の

救

済
」
と
は
ほ
ど
遠
い
、

ア
イ
ヌ
の
皇
民
化
、
臨
民
化
教
育
を
進
め
る
も
の
で
あ
っ
た

と
説
明
す
る
。
そ
し
て
そ
の
本
質
を
、

ア
イ
ヌ
の
民
族
的
情
性
を
全
語
否
定
し
、
人

擦
を
無
視
し
て
日
本
社
会
へ
の

天
皇
制
国
家
へ
の
忠
誠
を
強
要
す
る
以
外
の

な
に
も
の
で
も
な
い
も
の
だ
と
断
じ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
上
で
、
榎
謀
託
の
視
点
は

ア
イ
ヌ
自
身
の
艶
別
克
服
の
関
い
に
む
け
ら
れ
る
。

Mm
え
ば
、

開
館
戦
争
(
明
治
二

七
1
二
八
年
)
に
際
し
て
、
告
ら
を
「
帝
国
ノ
臣
民
」
に
位
置
づ
け
和
人
へ
の
開
化

を
進
め
、
兵
役
な
ど
の
国
家
に
対
す
る
義
務
合
犠
緒
的
に
果
た
そ
う
と
す
る
ア
イ
ヌ

の
姿
が
紹
介
さ
れ
る
が
、
こ
う
し
た
ア
イ
ヌ
の
姿
勢
は
富
家
に
よ
っ
て
ア
イ
ヌ
の
息

民
精
神
・
天
巣
制
国
家
へ
の
怠
誠
心
掛
養
、

ア
イ
ヌ
の
忠
君
愛
田
教
育
に

つ
ま
り
、

利
用
さ
れ
た
と
指
摘
す
る
。
し
か
し
、
大
正
期
に
な
る
と
皇
民
位
、
臣
民
化
政
策
の

も
と
で
ア
イ
ヌ
小
学
校
で
の
和
人
間
等
の
教
育
を
要
求
し
、
戒
は
、
長
い
差
別
や
抑

圧
と
間
牝
政
策
の
も
と
で
忘
れ
ら
れ
つ
つ
あ
っ
た
民
捺
の
総
統
文
化
を
守
り
育
て
よ

う
と
す
る
人
々
の
活
動
が
あ
ら
わ
れ
、
昭
和
初
期
に
か
け
た
時
期
に
は
人
権
意
識
の

ハh
v

問

hu

高
揚
に
あ
わ
せ
て
ア
イ
ヌ
自
ら
が
ア
イ
ヌ
楚
別
に
対
す
る
批
判
を
展
開
す
る
よ
う
に

な
っ
た
と
い
う
。
加
え
て
ア
イ
ヌ
に
よ
る
全
道
組
織
の
北
海
道
ア
イ
ヌ
協
会
設
立

〈
昭
和
五
年
〈
一
九
一
二

O
〉
〉
、
全
道
ア
イ
ヌ
青
年
大
会
開
催
(
馬
六
年
〉
、

文
ア
イ
ヌ
の
土
地
瀧
還
要
求
運
動
、
保
護
法
改
廃
運
動
(
同
八

1
九
年
)
な
ど
が
詳

細
に
詔
介
さ
れ
て
い
る
。

ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
期
に
は
天
巣
、
国
家
へ
の
忠
誠
者

強
獲
さ
れ
、
政
治
的
、

の
発
J

一
一
一
口
や
権
利
の
主
張
は
不
可
能
と
な
り
ア
イ
ヌ

も
戦
争
に
動
員
さ
れ
て
い
っ
た
が
、
棲
森
氏
吋
昭
和
初
期
の
運
動
を
明
治
以
降
の
ア

イ
ヌ
の
歴
史
の
一
つ
の
酉
期
と
な
る
議
要
な
時
期
と
位
置
づ
け
て
い
る
。

叶
第
一

O
章

立
ち
上
が
る
ア
イ
ヌ

i
戦
後
一
綿
」

で
は
、
戦
後
も
依
黙
と
し
て
存

在
す
る
和
人
か
ら
の
悲
別
を
う
け
な
が
ら
戦
後
民
主
主
義
の
社
会
動
向
会
背
景
と
し

た
、
例
え
ば
、
昭
和
二
一
年
に
創
立
怠
れ
た
社
盟
法
人
北
海
道
ア
イ
ヌ
協
会
を
中
心

と
す
る
権
利
獲
得
を

E
指
し
た
諸
活
動
や
国
政
選
挙
へ
の
立
候
補
な
ど
の
ア
イ
ヌ
の



て
い
る
。
と
こ
ろ
が
他
方
で

ア
イ
ヌ
ヘ

が
根
強
く
存
在
す
る
要
加
と
し
て
、
機
森
氏
は
戦
後
の
民
意
意
識
改
革
が
ア
メ
ヲ
カ

の
対
日
政
策

不
十
分
で
あ
っ
た
こ
と
と
と
も
に
織
法
に
先
住
少
数
民
践
に

か
か
わ
る
条
項
が
な
く
、

民
主
主
義
罷
家
建
設
の
理
念
に
ア
イ
ヌ
に
関
す
る
祖
点
が

欠
吋
て
い
た

て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
本
軍
で
も
紹
介
与
れ
て
い
る
ア

イ
ヌ
の

「
北
海
道
百
年
」
記
念
事
業
、
和
人
の
地
域
「
開
幕
」
意

て
い
る
と
い
え
よ
う
。
ま
た

ア
イ
ヌ
を
と
り
あ
げ
る
マ
ス
コ
ミ

も
ア
イ
ヌ
を
「
ア
イ
ヌ
系

E
本
人
」
、
「
ア
イ
ヌ
系
住
民
」
と
報
道
し
、
北
海
道
に
お

け
る
和
人
人

の
情
勢
下
、

ア
イ
ヌ
の
和
人
同
化
が
進
み
、
純
粋
な
ア
イ
ヌ
は

も
う
い
な
い
と
の

り
、
民
族
と
し
て
の
認
知
が
な
さ
れ
な
い
な
ど
の
現

象
も
あ
ら
わ
れ
て
き
た
と
い
う
。
棲
森
氏
は
こ
う
し
た
こ
と
に
関
連
し
て
昭
和
三
六

イ
ヌ
協
会
を
改
称
し
て
発
足
し
た
社
団
法
人
北
語
道
ウ
タ

の
荊
韻
が
一
取
す
よ
う
に
自
身
を
ア
イ
ヌ
と
自
称
で
き
な
い
ほ

ど
ア
イ
ヌ
に
対
す
る
態
別
意
識
が
強
闘
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
し
か
し
、

w七

の
解
放
を
目
指
し
た
多
様
な
活
動
が
活
発
叱
す
る
。
楼

森
氏
は
数
多
く

て
い
る
が
、
特
に
八

0
年
代
の
「
ア
イ
ヌ
新
法
」

制
定
を

E
指
し
た

は
多
く
の
頁
を
費
や
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
運
動
の

背
景
と
し
て
、

は
部
滞
差
別
問
題
に
か
か
わ

ア
イ

特
別
措
霊
法
の

の
あ
る
基
本
法
が
存
在
し
な
か
っ
た
こ
と
や
ア

イ
ヌ
自
身
に
よ
る
議
外
先
住
民
族
実
態
調
査
報
告
を
通
じ
た
民
族
と
し
て
の
自
覚
、

の
権
利
に
か
か
わ
る
問
題
意
識
が
高
揚
す
る
な
か
で

お
い
て
も
自
国
に
少
数
民
族
は
存
在
し
な
い
と
の
立
場
を
と
っ

て
い
る
こ
と
な
ど
を
あ
げ
て
い
る
。
特
に
最
後
の
問
題
に
つ
い
て
の
説
明
は
詳
し
い
。

こ
う
し
た
こ
と
の
上
に
昭
和
五
九
年
、
北
権
道
ウ
タ
リ
協
会
が

お
け
る
ア
イ

ヌ
の
帯
在
の
認
知
、
民
族
の
誇
り
の
噂
盤
、

ア
イ
ヌ

の
保
揮
を
基
本
と
し
て
、

入
額
譲
別
の
一
婦
、
民
峡
教
育
と
文
化
の
振
興
、
経
済
自
立

る
「
ア
イ
ヌ
民
族
に
関
す
る
法
律
(
案
ご
と

療
止
要

求
を
決
議
し
、
以
後
に
属
関
さ
れ
る
政
府
、
作
政
機
関
な
ど
へ

講
演

や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
文
化
活
動
を
通
じ
て
の
啓
毅
活
動
な
ど
、

ア
イ
ヌ
の
民
挟
彼
雛

い
の
様
を
描
い
て
い
る
。
そ
し
て
、

〈
一
九
九
七
)
、

っ
し、

「
ア
イ
ヌ
文
化
の
振
興
並
び
に
ア
イ
ヌ
の
伝
統
等
に
関
す
る
知
識
の
普
及
及
び
啓
発

に
関
す
る
法
律
」
〈
以
下
、
「
ア
イ
ヌ
文
化
被
興
法
」
と
表
記
〉

-
擁
行
さ
れ
、

保
護
法
は
興
止
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

し
か
し
、
棲
木
林
氏
は
ア
イ
ヌ
の
先
住
権
を

規
定
せ
ず
、

ア
イ
ヌ
の
差
別
撤
廃
や
生
活
基
盤
を
保
証
す
る
条
項
を
持
た
な
い
同
法
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を
、
ア
イ
ヌ
が
求
め
て
き
た
「
ア
イ
ヌ
新
法
」

の
内
容
と
著
し
く
内
容
を
異
に
し
、

ア
イ
ヌ
文
化
振
興
の
み
を
調
っ
た
も
の
と
厳
し
く
批
判
す
る
。
今
後
、

罰
法
を
基
本

と
し
て
和
人
の
ア
イ
ヌ
文
化
へ
の
理
解
が
進
む
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
榎
奈
氏
も
述

べ
る
よ
う
に
ア
イ
ヌ
の
最
も
強
く
望
む
ア
イ
ヌ
差
別
撤
廃
な
ど
の

て
い
な
い
憾
は
苦
め
な
い
。

0) 

「エ

r
口
!
グ
」

て
現
在
の
ア
イ

で
は
、
第
一

O
章
で
の

ヌ
が
拙
え
る
諸
問
題
に
つ
い
て
槻
森
民
が
考
え
る
課
題
が
提
起
さ
れ
る
。
そ
れ
は
、

イ
ヌ
が
求
め
て
き
た
本
来
的
な
「
ア
イ
ヌ
新
法
い

の
必
要
性
。

の
権
利
に
関
す
る
悶
際
的
動
向
な
背
殻
に
臨
に
対
し
て
ア
イ
ヌ
を
先
住

し
て
、
先
住
権
を
認
め
さ
せ
る
漉
動
の
必
要
性
。

ア
イ

ヌ
を
対
象
と
す
る
組
織
、
間
体
設
立
の
必
要
性
。

の
ア
イ
ヌ
子
弟
の
教
脊
向

上
の
た
め
の
奨
学
金
制
度
確
立
の
必
要
性
。

φ
ア
イ

の
た
め
の
人
権
教



育
強
化
、
差
別
別
問
題
解
決
施
策
実
施
の
窓
口
開
設
(
と
も
に
全
国
規
模
で
)

の
必
嬰

性

吋
ア
イ
ヌ
文
化
振
興
法
」
に
よ
り
設
置
さ
れ
た
「
ア
イ
ヌ
文
化
振
興
財
団
」

支
給
の
檎
助
金
を
、
文
化
振
興
の
趣
旨
に
そ
っ
た
活
動
を
行
っ
て
い
る
ア
イ
ヌ
へ
の

生
活
経
費
を
合
め
た
補
肋
金
と
し
て
改
善
し
て
い
く
こ
と
の
必
要
性
、
と
い
う
も
の

で
あ
る
。
榎
森
氏
は
こ
れ
ら
の
課
題
を
国
民
全
体
の
課
題
と
し
て
正
し
く
理
解
す
る

こ
と
の
必
要
性
を
説
い
て
い
る
。

こ
こ
ま
で
、
横
森
託
の
問
題
意
識
に
導
か
れ
つ
つ
、
筆
者
の

の
ま
ま
に
本
書

の
内
容
を
長
々
と
紹
介
し
て
き
た
。
以
下
、
前
近
代
と
近
代
以
降
の
各
々
の
記
述
に

聞
出
し
て
、
若
干
の
口
メ
ン
ト
を
付
し
て
拙
文
を
終
え
た
い
。

榎
森
氏
の
記
述
す
る
前
近
代
の
ア
イ
ヌ
差
別
の
歴
史
通
起
を
簡
略
化
す
る
と
次
の

よ
う
に
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

ア
イ
ヌ
の
人
種
・
民
族
呼
称
の

「
エ
ゾ
」
は
、

つ
ま
り
、

日
本
史
の
各
段
階
の
国
家
公
権
と
北
海
道
・
東
北
地
方
の
関
孫
に
規
定
さ
れ
て
き
た
。

古
代
の

「
ま
つ
ろ
わ
ぬ
入
」

で
あ
り
、
世

正
ミ
シ
」
観
念
は
一
苅
来
、
奥
羽
地
方
の

界
の
中
心
た
る
自
己
の
周
辺
異
民
族
を
蔑
視
し
た
中
華
思
悲
ζ
も
と
づ
い
た
も
の
で

あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
は
特
定
の
異
民
族
を
指
す
も
の
で
は
な
い
、
多
分
に
政
治

的
・
文
化
的
観
A

急
で
あ
っ
た
。
」
や
が
て
、
古
代
国
家
の
北
方
へ
の
勢
力
伸
張
に
よ
り

「
正
、
、
ブ
ン
」

の
呼
称
が

ごム一、、ソ」

へ
と
変
化
し
、
地
域
的
に
も
本
州
北
場
、
北
端
道

-
千
島
へ
移
行
し
、
そ
の
観
念
も
浄
機
観
念
と
結
び
つ
い
て
よ
り
強
烈
な
差
別
意
識

と
な
っ
た
。
し
か
も
地
域
観
念
の

い
、
中
世
に
は
異
筑
族
と
し
て
の
ア
イ

ヌ
を
指
す
人
識
的
観
念
の
色
彩
が
明
確
と
な
っ
た
。
そ
し
て
近
世
に
は
人
種
・
民
族

呼
称
と
し
て
定
馨
し
、
近
世
国
家
の
対
外
編
成
原
理
や
日
本
社
会
と
の
経
済
隈
係
の

も
と
、

ア
イ
ヌ
麓
別
が
固
定
牝
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
う
し
た
理
解
に
も
と
づ
い
て

「
差
別
」
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
ら
れ
た
の
は
、
国

家
と
異
民
族
と
い
う
レ
ベ
ル
で
の
前
近
代
の
ア
イ
ヌ
差
別
と
は
一
七
世
結
後
半
段
階

(
シ
ヤ
ク
シ
ヤ
イ
ン
の
戦
い
段
踏
)
ま
で
は
、
斑
視
に
加
え
て
県
知
と
脅
裁
を
伴
う

観
念
的
差
別
で
あ
っ
て
、
実
態
と
し
て
は
蔑
視
を
合
ん
だ
、

日
本
間
{
怒
と
の

「差

異
」
化
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

話
近
代
の
田
家
と
蝦
夷
地
ア
イ
ヌ
社
会
の
関
孫
を
め
ぐ
っ
て
は
、
「
支
配
」
と
い

う
用
語
で
表
現
さ
れ
る
が
、
筆
者
は
こ
の
用
語
を
文
字
通
り
の
意
味
で
使
い
得
て
い

な
い
。
特
に
近
世
に
お
い
て
、
両
者
間
関
係
に
あ
る
の

場
所
請
負

ア
イ
ヌ
の
経
清
的
従
属
性
で
あ
り
、
政
治
的
に
近
世
権
力
(
松
前
審
〉

に
蝦
夷
地
ア
イ
ヌ
社
会
が

「
支
配
」
さ
れ
た
と
す
る
何
ら
か
の
根
拠
(
支
配
原
理
に

せ
る
た
め
の
権
力
に
よ
る
実
効
性
の
あ
る
強
制
力
〉
を
見
出
せ
て
い
な
い
か
ら

で
あ
る
。
確
か
に
蝦
夷
地
ア
イ
ヌ
社
会
の
経
済
的
従
屡
性
の

場
所
に
お
け
る

口
δ
「
円
U

民
間
レ
ベ
ル
で
の
暴
力
と
差
別
意
識
は
強
烈
な
も
の
が
あ
り
、

ア
イ
ヌ
へ
の
近
世
権

カ
に
対
す
る
目
晃
強
制
な
ど
の
政
治
的
支
配
儀
礼
も
整
繍
さ
れ
て
い
た
。

し
か
し
、

民
間
レ
ベ
ル
で
の
暴
力
に
よ
る
ア
イ
ヌ
の
労
働
の
強
制
は
銅
山
家
権
力
の
支
配
原
理
に

も
と
づ
い
た
政
治
「
支
配
」
か
ら
制
度
化
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
、
経

済
的
従
崩
性
を
維
持
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
ま
た
、
後
者
は
実

態
と
し
て
は
観
念
的
な
の
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ

の
強
制
力
、
戒
は
軍

事
力
も
合
め
て
、
そ
れ
ら
を
ア
イ
ヌ
社
会
が
実
際
の
脅
威
や
支
配
議
礼
と
認
識
し
て

い
た
か
も
定
か
で
は
な
い
。
そ
し
て
、
近
世
国
家
の
ア
イ
ヌ
政
治
「
支
配
」

務
に
委
任
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
榎
森
氏
も
述
べ
て
い
る
よ
う
に
一
八
世
紀
末

に
お
い
て
も
東
蝦
夷
地
東
部
地
方
で
は
自
律
性
が
保
た
れ
て
お
り
、
こ
の
段
階
で
蝦

夷
地
全
域
に
国
家
権
力
に
よ
る
政
治
「
支
配
」

は
貫
徹
し
得
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ

る
。
真
の
意
味
で
の

「
支
配
」
と
は
経
済
的
議
開
属
性
、
だ
け
で
は
そ
れ
た
り
得
ず
、
そ



れ
と
と
も
に
何
ら
か
の
強
縦
力
合
伴
う
政
治
「
支
配
」
が
繋
徹
し
た
と
き
に
用
語
と

し
て
成
立
す
る
も
の
で
は
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
加
え
て
、
出
家
に
よ
る
典
民
族
「
楚

と
い
う
こ
と
に
銀
っ
て
い
え
ば
、
「
叫
一
一
比
別
」

は

が
成
立
し
、
畏
怖
や

脅
威
と
い
っ
た
観
念
が
完
全
に
払
拭
さ
れ
た
段
階
で
実
態
化
す
る
も
の
で
は
な
い
の

だ
ろ
う
か
。
そ
の
意
味
で

の
国
家
に
よ
る
ア
イ
ヌ
「
支
配
」
は
実
効
性
、

地
域
牲
と
も
に
シ
ヤ
ク
シ
ャ
イ
ン
の
戦
い
、

ク
ナ
シ
リ
・
メ
ナ
シ
の
戦
い
の

贈
を
経
満
し
て
段
階
的

ι浸
透
し

八

の
幕
府
に
よ
る
直
轄
化
に
よ
っ
て

実
態
位
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
国
家
に
よ
る
ア
イ
ヌ
「
差

別
」
と
い
う
レ
ベ
ル
で
み
た
場
合
、
蔑
視
を
含
ん
だ

「
叫
一
一
肌
異
」
化
も
、
「
支
配
い

の

浸
透
と
と
も
に
真
の

「
差
別
」
に
変
容
し

の
実
態
化
に
よ
っ
て

さ
れ
た
の
だ
と
患
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
本
稿
の
普
頭
で
本
書
の
大
き
な
特
色
に
、
現
在
ま
で
に
至
る
ア
イ
ヌ

の

て
い
る
点
を
あ
げ
た
。
本
書
で
榎
森
氏
は
膨
大
な
資
史
料
を

博
捜
、

て
、
近
世
後
期
以
降
の
、
一
出
家
政
策
を
う
け
た
ア
イ
ヌ
社
会
の
変
容

と
歴
史
的
事
在
と
し
て
の
ア
イ
ヌ

い
て
い
る
。
そ
の
た
め

に
第
九

(
後
半
)
・
一

O
輩
で
は
ア
イ
ヌ
の
麗
史
は
多
分
に
ア
イ
ヌ
の

民
族
復
権
の

社
会
的
問
題
、
関
い
の

し
て
記
述
さ
れ
て
い
る
と
い

え
る
。
ま
た
、
こ
う
し
た
記
述
に
は
ア
イ
ヌ
の
壁
史
的
主
体
性
を
重
視
し
て
、

ま
で
の

道
内
市
町
村
へ
の
ア
イ
ヌ
に
よ
る
ア
イ
ヌ
問
題
の
働
き
か
け

と
そ
れ
へ
の

ア
イ

そ
の
歴
史
的
過
報
か

る
問
題
を
、

ら
の
働
き
か
け
を
う
け
る
側
に
批
判
的
に
と
り
あ
げ
る
と
い
う
意
図
、
が
窺
え
る
。
こ

こ
に
「
ア
イ
ヌ
衰
亡
史
観
」
や
「
和
人
へ
の

を
克
服
し
た
新
た
な
ア
イ

ヌ
の
歴
史
記
述
を
提
起
し
て
き
た
榎
森
氏
の
近
現
代
通
史
記
述
の
方
法
論
が
機
ポ
さ

れ
て
い
る
と
い
え
る
。

ア
イ
ヌ
差
別
の
臆
史
過
程
を
さ
ぐ
る
と
い
う
問
題
意
識
を
前

慌
に
し
て
い
る
た
め
、

ア
イ
ヌ
の
民
嫉
彼
権
や
権
利
杓
護
得
の
課
題
、
差
別
問
題
が
と

り
あ
げ
ら
れ
る
の

の
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
、
「
ア
イ
ヌ
諜
亡
史
観
」
や

人
へ
の
同
化
史
観
」

く
な
さ
れ
た
ア
イ
ヌ
の
近
現
代
史
記
述
が
政
治
的

-
社
会
的
問
題
、
関
い
の
歴
史
の
文
脈
に
や
や
傾
い
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
こ

と
に
は
、
読
者
の
ア
イ
ヌ
理
解
を
表
面
的
な
も
の

る
の
で
は
と
の
危
慎
を
持
た

ざ
る
を
得
な
い

北
海
道
関
妬
や
北
海
道
を
国
家
の
存
立
・
国
益
・
防
衛
に
か
か
わ

る
地
と
す
る
出
門
家
至
上
主
義
的
思
考
様
式
の
上
に
立
案
さ
れ
た
ア
イ
ヌ
政
策
を
批
判

的
に
記
泊
す
る
の
は
と
も
か
く
と
し
て
、
大
正

敗
戦
後
か
ら
現
在
ま
で

の
ア
イ
ヌ
の
捗
み
を
政
治
的
*
社
会
的
問
贈
や
援
別
克
服
の
細
い
の
歴
史
に
集
約
し

て
記
述
す
る
こ
と
は
、

ア
イ
ヌ
の
近
現
代
史
上
で
の
位
置
づ
け
を
却
っ
て
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-
社
会
的
に
差
別
さ
れ
る
民
族
」
に
固
定
化
す
る
こ
と

ιな
り
は
し
な
い
だ
ろ
う
か
。

ア
イ
ヌ
に
関
す
る
政
治
的
・
社
会
的
な
問
題
や
差
別
と
の
闘
い
の
歴
史
に
加
え
て

そ
う
し
た
問
題
の
土
壌
で
あ
る
ア
イ
ヌ
の
歴
史
的
要
素
と
し
て
の
ア
イ
ヌ
文
化
や
現

在
に
お
い
て
も
状
在
す
る
民
候
固
有
の
文
化
世
界

の
流
れ
な
ど
、

よ

な
視
角
か
ら
の
近
現
代
史
記
述
が
和
人
の
意
識

ι

ア
イ
ヌ
観
の
克
服
、

よ
り
豊
か
な
ア
イ
ヌ
畿
の
創
造
に
作
用
し
、

日
本
社
会
に
お
け
る
民
族
の

着
さ
せ
る
こ
と
ぷ
つ
な
が
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

も
と
よ
り
こ
こ

け
ら
れ
た
問
題
提
起
に
対
す

こ
と
は
榎
森
氏

る
自
分
な
り
の

の
結
果
に
過
ぎ
な
い
c

残
念
な
が
ら
、
筆
者
自
身
の
浅
学
非
才

の
た
め

の
こ
と
を
記
し
た
憾
が
あ
り
、
誤
読
・
誤
解
を
含
め
て
覆
森

氏
の
意
川
仰
を
充
分
に
汲
み
取
れ
た
か

い
限
り
で
あ
る
。
こ
の
点
、

槻
森
氏
や
読
者
諸
氏
に
お
詑
ぴ
申
し
上
げ
る
。



本
書
は
将
来
に
わ
た
っ
て
長
く
読
み
継
が
れ
る
古
典
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
特
に
前

近
代
に
お
い
て
文
献
史
料
を
遣
さ
な
か
っ
た
ア
イ
ヌ
の
踏
史
を
、

ア
イ
ヌ
を
主
体
と

し
て
描
く
こ
と
は
方
法
論
と
し
て
も
国
難
が
伴
う
も
の
ぜ
あ
る
。
そ
の
状
況
で
古
代

か
ら
現
在
ま
で
の
ア
イ
ヌ
の
通
史
を
、
現
在
ま
で
に
蓄
描
領
さ
れ
た
研
究
の
水
準
を
反

映
し
つ
つ
物
さ
れ
た
榎
森
誌
に
凍
く
敬
意
を
表
し
た
い
。

最
後
に
希
望
を

つ
だ
け
述
べ
さ
せ
て
も
ら
え
る
な
ら
、
本
書
で
横
森
氏
が
道

を
開
い
た
ア
イ
ヌ
を
主
棒
と
し
た
通
史
記
述
が
発
牒
し
、
今
後
、
多
く
の
成
果
が
欝

概
さ
れ
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
た
い

〈

A
5
版
、
六
七
五
賀
、
草
風
館
、

二
O
O七
年

本
体
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格
三
八

O
O円
)
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弘
前
市
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木
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合
支
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